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←動機

主星, 小質量惑星(b),  Hot 
Jupiter (c), 軌道平面は一致
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主星  70 Myr old F型星 
 

         = 5.2±4.4 km/s (Gaia) 
自転周期 1.7日 
105日周期 
超低密度  

半径    

質量   

v sin i* = 4.6 km/s

< 0.3 g cm−3

8.22 ± 0.08 R⊕

< 30 M⊕

軌道傾斜 80° 

軽い  < 30 M⊕

1.7日周期



初期設定

600 runs

←USP

←USP→

←1:2 多数派

• 惑星 b 離心率が～0.4 に増大した後、軌道半径が縮むとUSPができる。 

•  で のときUSPが出来易い。 

• のときUSPが出来易い。 

• 潮汐力が摂動力と同じぐらいの時間尺度で働くとUSPが出来易い。

Mb = 2M⊕ Minner /Moutter = [2,8]M⊕/MJ

0 < eouter < 0.1

惑星bが重いと潮汐力で離
心率が上がりにくい。 
惑星cの離心率が高すぎる
と惑星bと衝突し易い。 
質量比が大きいほど軽い惑
星の離心率が上がり易い。
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FOV 28”.16 x 28”.16. (90 au x 90 au)
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